
第９回資源評価結果説明会（ソウハチ北海道北部系群、マガレイ北海道北部系群）

の開催について 

 

【趣旨】 

令和４年３月に閣議決定された新たな水産基本計画においては、「海洋環境の変化

も踏まえた水産資源管理の着実な実施」を柱の１つとし、水産改革に基づく新たな水

産資源管理の着実な実施を図るため、ロードマップに従い、資源調査・評価体制の整

備を進めるとともに、漁業者をはじめとした関係者の理解と協力を得た上で、科学的

知見に基づいて新たな資源管理を推進することとしている。 
令和２年 12 月に施行された改正漁業法では、資源管理はＴＡＣ（漁獲可能量）に

よる管理を基本とし、ロードマップにおいて、令和５年度までに漁獲量ベースで８割

をＴＡＣ管理とすることを目標に掲げ、漁獲量が多いもののうち、ＭＳＹベースの資

源評価が実施される見込みのものについて、順次ＴＡＣ管理の検討を開始している。 
しかしながら、これまでに開催された資源管理手法検討部会や資源管理方針に関す

る検討会（ステークホルダー会合）において、参加者から科学的な資源評価の内容が

難しく、なかなか理解できないとの声があげられているところである。 
これを踏まえ、漁業者をはじめとする関係者からの資源評価に対する理解促進と信

頼性の向上を図るため、新たにＭＳＹベースの資源評価結果が公表された後、資源管

理手法検討部会の開催までの期間に、公開で研究機関からの資源評価結果の説明や意

見交換を行うこととしている。 
マガレイ北海道北部系群及びソウハチ北海道北部系群については、資源評価の方法

がプロダクションモデルを使用したものに変更されており、新しい手法に基づく資源

評価結果と、それに基づく管理基準値案の結果等が今回更新されたことから、本説明

会を開催するもの。 
 

【開催方法】 

（１）開催時期・場所 

ＭＳＹベースの資源評価結果が最初に公表された後、資源管理手法検討部会に先

だって開催する。Ｗｅｂによるオンライン開催又はオンラインを併用した現地開催

とする。 
（２）内容 

資源評価結果の説明と今後の資源管理の議論のために必要な科学的な検討事項

を整理する。 



新たな資源管理の検討プロセスについて

① 資源評価結果の公表 ・MSYベースの資源評価結果の公表

② 資源評価結果説明会 ・①で⽰された資源評価結果を丁寧に説明
・③、④の議論を進めるために必要な科学的な検討の抽出

③ 資源管理⼿法検討部会
・可能な範囲で、②で受けた科学的な検討内容を回答
・参考⼈等からの意⾒や論点を整理
・具体的な資源管理を議論するに当たっての課題をとりまとめ

④ 資源管理⽅針に関する検討会
（ステークホルダー会合）

・②と③で受けた科学的な検討内容を回答
・③で整理された論点や意⾒を踏まえ、具体的な管理について議論
・必要に応じ複数回開催し、管理の⽅向性をとりまとめ

⑤ ⽔産政策審議会
（資源管理分科会）

・④でとりまとめられた内容を基に資源管理基本⽅針の案を作成
・パブリック・コメントを実施した後、⽔産政策審議会資源管理分科会へ
の諮問・答申を経て決定。

⑥ 管理の開始
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